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吹田市 空床状況確認システムについて

２ 目的

・ 在宅療養者における急変時の入院調整が円滑に行われること
・ 診療所医師及び病院関係者双方の入院調整にかかる負担感が軽減されること

市内病院の空床状況を掲載した一覧表（Googleスプレッドシート）を、病院及び診療所医師とでオンライン上で
共有するシステム。病院側は日々の空床状況を更新し、診療所医師は共有された空床状況を参考に入院調整を行
うことで、双方にとって円滑な入院調整を目指すもの。

１ 概要

３ システム利用者

（１） 【情報更新者】市内病院 …  一覧表の内容が編集できる「編集者アカウント」を付与。
  １日１回以上を目安に空床状況を更新いただく。（土日祝は任意）

（２） 【閲覧者】 診療所医師  … システム確認用URLから一覧表にアクセス。（編集権限はなし）

（全体管理は吹田市が実施）

４ 対象となる患者像

在宅療養者における主にサブアキュートを想定 （例：肺炎、骨折、尿路感染症、脱水、検査目的 等） 

※ 救命を要するような緊急性の高い患者は除く 

５ 留意事項

２
・空床があったとしても、入院受入を確約するものではない。



本システムを利用した 入院調整のイメージ
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「空床状況一覧シート」 のイメージ

４

・各病院の空床状況を「〇５床以上」「△１～４床」「×０床」で表示

 （ 主な対象患者である「在宅療養者における主にサブアキュート」を想定した空床状況 )

・特記事項には、留意事項や閲覧者に伝えたい内容 等 が記載

・各病院の入院調整窓口や詳細情報が知りたい場合は、「各病院情報シート」へリンクする
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・入院調整窓口の名称
・連絡先（時間ごとに異な
る場合はそちらも記載）

受入可能な病態像や
対応可能な検査 を記載
例）
・受け入れ可能な疾患や症状
・専門的な検査の可否
・レスパイト入院の可否

など

留意事項や閲覧者に
伝えたい内容等を記載

例）
・受入が難しい疾患や症例
・診療所医師に伝えたいこと
・患者や家族に伝えておいて
ほしいこと

・必要書類（例: 紹介状、
診療情報提供書） など

「病院情報シート」のイメージ

・対応可能な診療科目に
チェック

・空床状況、更新日時、特記事項は、「空床状況一覧シート」の内容にリンクする。
・赤色項目は１日１回以上を目安に更新、青色項目は必要に応じて更新される。

・各病院が受入れ可能な患者像を把握できるシート。
・各病院には自由にカスタマイズしていただき、病院の詳細な受入れ状況を反映させる。

主な対象患者である
「在宅療養者における

主にサブアキュート※」

・１日１回以上を目安に更新
される項目

・土日祝の更新は任意

※例：肺炎 , 骨折 , 尿路感染症、
脱水 , 検査目的 など

を想定した空床状況を記載



評価方法と導入までのスケジュール

６

・シートへのアクセス件数をカウント

※ 閲覧用URLがクリックされた件数がカウントされる

令和８年 １月 第２回吹田市地域医療推進懇談会での意見集約

 １月下旬 病院への「病院情報シート」への入力依頼

 ３月頭 システムの試行的稼働開始予定

 ６月頃 稼働状況について評価、今後の方針を検討

〇 導入までのスケジュール

〇 評価方法
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